


















































































































































































































今日の調理の満足度は？５段階に○を 5 4 3 2 1
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今日のレシピであなたが担当した「メニュー、操作」は？
今日の調理でうまくできたメニューについて、
上手くできたのは、何が良かったからですか？
今日の調理で失敗もしくは、不満足だったメニューについて、
何が原因で、どうすればよかったと思いますか？
今日の調理は、どのようなアレンジ・応用調理ができそうですか？（具体的に）
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2.1.2.　『調理場面及び日常生活場面でのメタ認知使用状況及び情意に関する質問調査』の作成
　メタ認知を意識化させることが，調理場面および日常生活場面において影響を及ぼすか否かを
検討するため，松浦の「メタ認知的技能の自己評価に関する質問14」を参考に，調理学実習場面
にふさわしい項目（1 〜 13）を筆者が作成した。また同時に，情意の変容を探るための項目（14
〜 20）も作成した。回答は，3（どちらともいえない）を中心とし，5（とてもそうだ）から１
（そうではない）の５件法で求めた。
2.2.　分析方法
　分析には，調理学実習Ⅰ・Ⅱを通年で受講し，かつ，『調理場面及び日常生活場面でのメタ認
知使用状況に関する質問調査』に３回とも回答した被験者（47名）のみ調査データの対象とし
た。
　解析は，数値的データについてはExcel2010にて，単純集計，分散分析を行った。また１年間
の実習を終えた後の自由記述の感想文については，内容の集約を行った。
3.　研究結果及び考察
3.1.　調理場面・日常生活場面２時点（実習開始前４月，前期終了時７月）のメタ認知使用状況
及び情意
　調理場面・日常生活場面２時点（実習開始前４月，前期終了時７月）のメタ認知使用状況及び
情意を５件法で尋ね，平均を取ったものの分散分析を行った結果を図１，同じく日常生活場面２
時点の結果を図２に示した。反転項目は▼で示し，点数も反転済みである。
　この２つを比較すると，前年度の試みとほぼ同じ傾向が見られた。調理場面においては「３調
理前に所要時間を予想する」「12失敗・成功の原因を振り返り次に活かす」の２項目以外のすべ
てに有意差が見られた。一方，日常生活場面においては「７作業中順調かチェックする」「８周
囲を見てすべきことを考える」の２項目にのみ５％水準以上の有意差が見られた。このことから
メタ認知を意識化する質問項目の導入が，調理場面におけるメタ認知の意識化に有効であると同
時に，領域固有性が高く，日常生活場面への転移・般化はされにくいことが示唆された。
　情意に関しては，調理場面，日常生活場面のどちらも「14自信がないと調理（挑戦）しない」
「18グループ調理（作業）は緊張する」に有意差が見られ，ネガティブな情意が緩和されたもの
と思われる。その他，調理場面においては「17グループ調理は楽しい」「20効率的で良い方法を
考える」に有意差が見られた。
14 松浦拓也　理科教育におけるメタ認知能力育成に関する研究－観察・実験活動を中心にして－　広島大
学　博士論文　2003　 p.66
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図１　調理場面２時点（実習前４月，前期終了時７月）でのメタ認知使用状況及び情意
図２　日常生活場面２時点（４月，７月）でのメタ認知使用状況及び情意
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3.2.　調理場面・日常生活場面３時点（実習開始前４月，前期終了時７月，後期終了時１月）で
のメタ認知使用状況及び情意
　調理場面・日常生活場面３時点（実習開始前４月，前期終了時７月，後期終了時１月）でのメ
タ認知使用状況及び情意を５件法で尋ね，平均を取ったものを図３に，同じく日常生活場面３時
点でのメタ認知使用状況及び情意を図４に示す。有意差検定は，実習開始前４月及び，後期終了
時１月の２時点間で行ったものを示した。
　この２つを比較すると，図１，図２を比較した時とは明らかに異なる結果が見られる。
　調理場面と日常生活場面での有意差にあまり差が見られなくなった。図２，図４を比較する
と，前期のみ（７月までの４か月間）では，般化が見られなかった日常生活場面でのメタ認知使
用状況が，通年の実習を終えた後では調理場面と遜色ないほど増加していることがわかる。これ
は筆者の「メタ認知を意識化する機会を長期間継続することでの定着や，他者とのかかわりの中
での広がりの可能性があるのではないか」との仮説の裏付けを示唆していると言える。
　また，情意項目に注目すると，日常生活場面では，全７項目において0.1%水準での有意差が見
られ，特に「16よく面倒くさいと言う」「18グループ作業は緊張する」の２項目では５件法得点
平均が大きく伸びており，これは調理学実習での他者とのかかわりの中で，協働的活動・学習を
行うことにより，他場面での情意にも良い影響を及ぼすことの表れであると考える。
　後期終了時１月に記入を求めた『調理学実習Ⅰ・Ⅱを通じての感想（自己の成長等）自由記述』
には，約４人に１人が「以前はグループ活動が苦手だった」と書き，その変容の様子を記述して
いる。一例を記すと，
・集団で何かをするのが苦手だったが，協力し合うことで成功の喜び，失敗の悔しさを分かち合
えるのが良いことと思えるようになった
・グループ調理は苦手だった。担当して失敗するのが怖かったし，美味しくないと言われるのも
嫌だったから。でもみんな優しかったので，自分から行動できるようになった
・料理は面倒で嫌いだった。でも人に作ってあげて一緒に食べたとき料理って楽しいと思えるよ
うになった
・普段話さない人と話すようになり，仲良くなった。コミュニケーション力も高まったと思う
・失敗しても「大丈夫」と言ってくれるので怖くなくなった。皆で協力して作ることがとても楽
しかった
等々，５件法での平均値の顕著な伸びを裏付ける変容ぶりが語られていた。
　調理（学）実習を始めとした，「協働による学び」のもつ可能性の大きさを痛感させられる結
果であった。紙面の都合で，自由記述の内容はメタ認知に関するもののみ集約し表２に示した。
今後，詳細に分析し，調理学実習で培われる能力，及びそれを促すための教育内容，教育方法を
探っていく。
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図３　調理場面３時点（４月，７月，１月）でのメタ認知使用状況及び情意
図４　日常生活場面３時点（４月，７月，１月）でのメタ認知使用状況及び情意
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表２　『調理学実習Ⅰ・Ⅱを通じての感想（自己の成長等）自由記述』
失敗怖かったが
メモを取り、慎重に
チャレンジするようになった
以前は、失敗怖かったので積極的に参加できなかったが
メモを取り、慎重に行うことで、チャレンジするようになった。
もたもたして班のみんなの足を引っ張らないよう、効率を考えた。
何から、どうすれば効率がよいか、考えてから調理するようになり、
手際がよくなった。
作業前に効率を考えるようになった。
かかる時間を逆算し、早めに行動できるようになった。
時間配分を考慮し、準備し調理するようになった。
まず全体の流れを把握しようと思うことが増えた。
効率が良くなり、記憶に残りやすかった。
レシピ全体に目を通し、優先順位を付けて作り始めることが
スムースに進めるコツと学んだ。
生活でもｽｹｼﾞｭｰﾙを立て優先順位つけるようになった。
以前は手順確認・優先順位を考慮することなく、レシピの上から順に作っていた。
計画性をもって調理できるようになった。
まず何をすべきか考え、行動できるようになった。
優先順位を考えるようになった。
周りを見て、自分がすべきことを考えるようになった。
生活でも活かしたい。
周りを見て自分がすべきことを考えるようになった。
社会で必要なこと。
作業しながら周囲を見て配慮できるようになり、
日常生活でも活かされている。
周りの人の意見を聞き、より良くしていく方法が身についた。
他の人を観察し、効率のいい方法を学んだ。
知恵も教えてもらった。
失敗もあったが、毎回やっていくうち、少しずつ成長していった
失敗した時、みんなで相談し、充実した学びになったと思う。
事前確認が重要と気づき、お互いに気づいたことは指摘するようになった。
以前は、失敗は嫌なことととらえていたが、原因を考え、次に活かそうと思うようになった。
失敗しても、次に活かせばいいと思うようになった。
アレンジを考えるのが、楽しくなってきた。
アレンジできるようになり、レパートリーが増えてきた。
失敗
次に活かそう
アレンジできるようになった
作業前の
時間配分・準備・
効率考慮ができるようになった
優先順位を考えるようになった
他の人からの
影響
周りを見て
自分がすべきこと
考えるようになった
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4.　ま　　と　　め
　本研究は，近年，社会で生きていく上で必要とされ，育成すべき力（能力）として求められて
いる内容と，家庭科教育の目標・学びに重なる項目が多いことから，協働的活動である調理学実
習において，メタ認知を意識化するための質問項目を用い，実習後振り返らせることにより，そ
の過程で体得したメタ認知的思考・行動を社会生活上の他の場面への般化・転移が可能ではない
かとの考えに基づき，教育実践を行った。
　その結果，短期間では領域固有性が見られ，般化及び他の場面への転移が見られなかったが，
長期間継続することでの般化・転移や，他者とのかかわりの中での広がりの可能性と，情意にも
良い影響を及ぼすことが示唆された。
　家庭，社会の中での生活の営みを，メタ認知的思考をもって自己管理し，人との協働を楽しみ
ながら主体的に行い，よりよく豊かに創造的に生きる力を育成する教育内容・教育方法をさらに
探究していきたい。
〔2015.　6.　25　受理〕
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